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授業科目名 年度 学期 開講曜日・時限 学部・研究科など 担当教員 配当年次 単位数 科目ナンバー

社会学プロジェクト演習
ⅢⅣ／社会学演習（２）
（５）

2026 通年 水5 文学部,社会学専攻 天田　城介 3年次配当 4
LE-SC3-
K120,LE-SC4-
K121

キャンパス・教室

多摩キャンパス・3205

履修条件・関連科目等

授業で使用する言語

日本語

授業で使用する言語（その他の言語名）

授業の概要

　社会学に関する基本文献の講読やフィールドワークを行いつつ、受講生の研究発表を中心に進めていきます。報告者・司会者・討論者といっ
た役割を毎回決めて、受講生による主体的なゼミ運営を行います。学生が主体となって進める演習になります。

科目目的

社会的現実や社会的諸問題について社会学的に考察・分析することができることを目的とする。

到達目標

①社会学の知見を十分に踏まえた上で、自らの研究テーマを構想することができる。
②自らの研究テーマをもとに研究計画を立て、調査を実施することができる。
③自ら収集した資料やデータをもとに社会学的に分析することができる。
④調査結果を踏まえた上で緻密かつダイナミックに社会学的に考察することができる。
⑤自らの分析や考察を踏まえた上で社会学的想像力をもとに論文を作成することができる。

授業計画と内容

第1回　ガイダンス
第2回　イントロダクション・1年間の構想
第3回　研究計画書作成の技法を考える
第4回　文献を社会学的に読み解く・1　講読文献と発表順の決定
第5回　文献を社会学的に読み解く・2　レジュメ作成の技法
第6回　文献を社会学的に読み解く・3　報告の技法
第7回　文献を社会学的に読み解く・4　批評とコメントの技法
第8回　文献を社会学的に読み解く・5　問いを立て直す
第9回　研究計画書を再構成する
第10回　資料・テータ収集の方法を問い直す
第11回　社会学の論文を書く・1　そもそも論文とは何か
第12回　社会学の論文を書く・2　論文の形式と構成
第13回　社会学の発表をする
第14回　総括・まとめ　レポート提出
第15回　ガイダンス
第16回　研究計画書の再提出
第17回　社会学の調査を設計する・1　フィールドワークの方法と実践
第18回　社会学の調査を設計する・2　フィールドワークのなかで問いを立て直す
第19回　社会学の調査を設計する・3　グループワークによる調査計画立案
第20回　社会学の調査を実行する・3　フィールドワーク中間報告および討議
第21回　社会学の調査を設計する・4　フィールドワークの理論的視座を設定する
第22回　社会学の調査を実行する・5　方法論それ自体を問い直す
第23回　社会学における研究倫理
第24回　社会学における分析技法・1　グループワークによるデータの分析
第25回　社会学における分析技法・2　結果の理論的考察
第26回　社会学における分析技法・3　グループごとに中間報告とコメント＆リプライ
第27回　社会学における分析技法・4　グループワークによる最終報告書の準備
第28回　総括・まとめ　最終報告書／論文の提出

授業時間外の学修の内容

指定したテキストやレジュメを事前に読み込むこと,授業終了後の課題提出,その他

授業時間外の学修の内容（その他の内容等）

　毎回授業前にその前の回に配布した資料やレジュメに必ず目を通した上で出席すること。また、授業の最後に提示する課題に必ず取り組むこ
と。加えて、授業で紹介した参考文献等も積極的に読み込むようにしてください。

授業時間外の学修に必要な時間数／週
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・毎週１回の授業が半期（前期または後期）または通年で完結するもの。１週間あたり４時間の学修を基本とします。
・毎週２回の授業が半期（前期または後期）で完結するもの。１週間あたり８時間の学修を基本とします。

成績評価の方法・基準

種別 割合（％） 評価基準

平常点 55 授業での口頭発表（40％）＋平常点（15％）で評価します。

その他 45 年度末に提出するゼミ論文（45％）で評価します。

成績評価の方法・基準（備考）

　授業での口頭発表（40％）、ゼミ論文（45％）、平常点（15％）で評価します。
　なお、4年次以上で履修する社会学演習（2）（５）は卒業論文あるいは卒業研究論文の合格をもって単位が与えられます。この点をくれぐれ
もご注意ください。

課題や試験のフィードバック方法

授業時間内で講評・解説の時間を設ける,授業時間に限らず、manabaでフィードバックを行う

課題や試験のフィードバック方法（その他の内容等）

アクティブ・ラーニングの実施内容

PBL（課題解決型学習）,反転授業（教室の中で行う授業学習と課題などの授業外学習を入れ替えた学習形式）,ディスカッション、ディベート,
グループワーク,プレゼンテーション,実習、フィールドワーク

アクティブ・ラーニングの実施内容（その他の内容等）

１年を通して、ほぼすべて、アクティブラーニング型の授業を行います。受講生自らが問いを設定する課題解決型授業です。ディスカッショ
ン、プレゼンテーション、社会調査は、すべてグループワークでおこなわれます。また、教員が時折、授業内授業と授業外授業を入れ替えた学
習を指示します。さらに、教員は、常に各グループの活動状況を観察して、必要に応じて適宜アドバイスや示唆を提示し、グループワークの進
行を促します。

授業におけるICTの活用方法

タブレット端末,その他

授業におけるICTの活用方法（その他の内容等）

ゼミ専用のメーリングリストにて各種の連絡をする。また、授業において使用するパワーポイント資料はmanabaの「コースニュース」等を通じ
て受講者全員に配布し、「コンテンツ」にも格納することで、いつでも閲覧できる状況とする。また、自主学習が可能なように、その他の資料
も閲覧できる環境にする。加えて、manabaの「コレクション」を通じて個別連絡ができるようにし、manabaの「掲示板」を通じて基本情報は
共有できるようにする。

なお、合理的配慮等が認められた場合には、ハイブリッド形式での授業運営を行うものとする。

実務経験のある教員による授業

はい

【実務経験有の場合】実務経験の内容

担当教員は、質的調査・量的調査など多様な社会調査を継続的に行っています。

【実務経験有の場合】実務経験に関連する授業内容

ほぼ毎回の授業において、教員の調査経験から導出されるアイデアやアドバイスが受講生に提示されます。

テキスト・参考文献等

授業内容については資料やレジュメを毎回配布しますので、テキストは使用しません。参考文献は毎回レジュメ等で示します。

その他特記事項

参考URL

コメント1

コメント2

コメント3

コメント4

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連については、以下をご確認ください。
https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/letters/guide/curriculum/
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